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実
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経
済
至
上
主
義
で
拡
大
す
る
貧
富
の
差

債
務
危
機
に
陥
っ
た
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
や
グ
ア

テ
マ
ラ
の
八
十
年
代
は
、
東
西
冷
戦
の
代
理

戦
争
の
舞
台
と
な
り
、
内
戦
の
嵐
が
吹
き
荒

れ
た
。
中
南
米
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
い

わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
九
十
年
代
に
入
り
、

こ
れ
ら
各
国
の
内
戦
は
終
結
し
、
経
済
活
動

は
活
発
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
今
度
は
、
「
希
望

の
一
〇
」
と
も
名
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
希
望
は
本
当
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
グ
ア
テ
マ
ラ
か
ら
報
告

す
る
。

夕
暮
れ
時
に
は
強
い
風
が
吹
き
続
け
る
マ
ナ
グ
ア

湖

畔

の

ゴ

ミ

捨
て
場
。
一
日

の

労

働

を

終

え
、
近
く
の
ス

ラ
ム
へ
帰
る
一

家

。
（
ニ
カ
ラ

グ
ア
）

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
首
都
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル

の
下
町
は
相
変
わ
ら
ず
騒
々
し
く
、
高
級
住

宅
街
の
静
け
さ
と
は
正
反
対
だ
っ
た
。
方
向

感
覚
を
失
う
ほ
ど
大
き
く
入
り
組
ん
だ
メ
ル

カ
ー
ド
（
市
場
）
で
は
、
野
菜
や
日
用
品
を
売

る
女
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い

る
。
表
通
り
を
歩
く
に
も
緊
張
す
る
治
安
の

悪
さ
も
妙
に
懐
か
し
い
。

三
年
ぶ
り
の
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
で
大
き
く

目
に
つ
い
た
変
化
と
い
え
ば
、
一
九
五
六
年

か
ら
改
修
中
の
大
聖
堂
が
三
月
末
に
や
っ
と

完
成
し
、
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
の
下
町
に
は
不

釣
り
合
い
の
美
し
い
外
観
を
誇
っ
て
い
る
こ

と
く
ら
い
か
。
一
九
九
二
年
に
停
戦
の
祭
典

が
行
わ
れ
た
バ
リ
オ
ス
広
場
は
改
修
中
の
た

め
閉
鎖
さ
れ
、
そ
こ
を
住
処
と
し
て
い
た
路

上
生
活
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
見
ら
れ
な

い
。一

ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
ラ
・
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
公

園
の
方
へ
行
っ
て
み
る
。
閉
館
と
な
っ
た
映
画

館
の
向
か
い
の
空
き
地
に
、
子
ど
も
た
ち
が

た
む
ろ
し
て
い
た
。
手
に
は
、
シ
ン
ナ
ー
を
含

ん
だ
接
着
剤
入
り
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
握
っ
て

い
る
。
シ
ン
ナ
ー
は
空
腹
も
、
疲
れ
も
、
何
よ

り
も
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
せ
て
く
れ
る
。
そ
こ

は
、
数
少
な
い
観
光
客
が
足
を
運
ぶ
大
聖
堂

周
辺
か
ら
追
い
払
わ
れ
た
路
上
生
活
者
た

ち
の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
。

路
上
で
時
計
修
理
の
屋
台
を
開
い
て
い
る

親
爺
さ
ん
が
、
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
私
の
行

動
を
じ
っ
と
見
て
い
た
。
「
こ
こ
は
危
険
な
場

所
だ
か
ら
、
早
く
離
れ
た
方
が
い
い
」
。
彼
の

諭
す
よ
う
な
穏
や
か
口
調
は
、
奮
い
立
た
せ

て
い
た
私
の
撮
影
気
力
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
せ
り
ふ
を
二
週
間

後
、
隣
国
グ
ア
テ
マ
ラ
の
首
都
グ
ア
テ
マ
ラ

シ
テ
ィ
ー
で
聞
か
さ
れ
る
。

首
都
の
五
番

地
域
に
あ
る
ス
ラ
ム
を
撮
影
中
、
警
戒
中
の

パ
ト
カ
ー
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
「
こ
こ
は

危
険
な
地
域
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
立
ち
去
り
な

さ
い
。
で
な
い
と
・
・
・
」
。
警
官
の
一
人
は
あ

ご
の
下
に
手
を
あ
て
、
首
を
は
ね
る
真
似
を

し
た
。

ゴ
ミ
捨
て
場
に
生
活
の
糧

を
見
い
だ
す
人
々
の
数
は

一
〇
〇
〇
人
近
い
。
３
年

前
と
何
も
変
わ
ら
ず
、
衣

食
住
が
こ
の
場
所
で
ま
か

な
わ
れ
る
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
）

中
米
一
の
規
模
を
誇
る
近

代
的
な
メ
ト
ロ
・
セ
ン
ト
ロ

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
）

は
、
ゴ
ミ
捨
て
場
か
ら
車
で

約

分
の
距
離
に
あ
る
（
エ

30
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）

仕
方
な
い
な
あ
と
、
ス
ラ
ム
近
く
に
あ
る

ゴ
ミ
捨
て
場
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ゴ

ミ
に
生
活
の
糧
を
求
め
る
千
近
い
人
た
ち

が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
や
っ
て
く
る
ゴ
ミ
収
集

車
の
後
を
追
っ
か
け
て
い
る
。

中
米
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
一
九
七
九
年
、

極
端
な
貧
富
の
差
を
生
み
だ
し
た
独
裁
体

制
に
対
し
て
抵
抗
運
動
が
起
き
、
社
会
主
義

国
家
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
で
は
一
九
八
〇
年
代
は
じ
め
か
ら
、

グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
一
九
？
？
年
代
か
ら
政
府

軍
と
反
政
府
ゲ
リ
ラ
と
の
あ
い
だ
で
長
引
く

内
戦
が
激
化
し
た
。

一
九
八
一
年
に
発
足
し
た
米
国
レ
ー
ガ
ン

政
権
は
、
こ
れ
ら
の
紛
争
を
、
旧
ソ
連
・
キ
ュ

ー
バ
に
よ
る
「
社
会
主
義
革
命
の
輸
出
」
で

あ
る
と
み
な
し
、
中
米
各
国
の
軍
事
政
権

に
、
巨
額
の
財
政
的
な
援
助
と
軍
事
訓
練
を

実
施
し
、
内
戦
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
今
年
三
月
、
一
九
九

二
年
の
停
戦
か
ら
二
度
目
の
大
統
領
選
挙

を
迎
え
た
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
で
教
育
を

受
け
た
弱
冠
三
十
九
歳
の
Ｆ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
氏

が
圧
倒
的
な
強
さ
で
当
選
し
た
。
ク
リ
ン
ト

ン
米
国
大
統
領
は
そ
の
直
後
、
米
国
大
統
領

と
し
て
三
十
年
ぶ
り
に
中
米
４
カ
国
を
歴
訪

し
、
過
去
の
中
米
政
策
の
誤
り
を
謝
罪
す
る

演
説
を
行
っ
た
。
米
国
主
導
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
（
新
自
由
主
義
）
政
策
を
一
層
後
押

し
す
る
た
め
だ
。

米
粒
に
混
じ
っ
た
ゴ
ミ
を

取
り
除
く
女
性
。
旧
ゲ
リ

ラ
組
織
が
創
り
あ
げ
た

村
の
家
に
は
、
３
月
の
大

統
領
選
挙
の
支
持
政
党

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て

い
た
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）

「
選
挙
の
投
票
に
行
っ
て
い
る
間
に
、
家
に

泥
棒
が
入
る
。
昔
は
、
貧
乏
人
が
貧
乏
人
を

襲
う
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
に
」
。
五
年
来
の

友
人
は
そ
う
私
に
語
っ
た
。
経
済
が
比
較
的

■ ← 次 の ペ ー ジ へ

４
年
前
に
や
っ
と
電
気
が

き
た
。
暑
い
１
日
の
終
わ

り
、
姉
と
妹
が
楽
し
げ
に

語
り
合
っ
て
い
た
。
都
市

と
農
村
の
生
活
格
差
は

ま

す

ま

す

広

が

っ
て
い

く
。
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）

好
調
な
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
も
、
今
後
年

平
均
三
％
の
経
済
成
長
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
人
々
の
貧
困
状
態
が
解
消
さ
れ
る
の
に

九
八
年
も
の
期
間
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
。

貧
困
が
原
因
で
発
生
す
る
強
盗
な
ど
の

犯
罪
の
増
加
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
暴
力

へ
の
慣
れ
や
一
般
化
は
、
三
十
六
年
続
い
た

内
戦
の
負
の
遺
産
の
一
つ
だ
と
言
え
る
。
グ

ア
テ
マ
ラ
の
殺
人
事
件
の
割
合
は
一
九
九
六

年
度
、
ア
メ
リ
カ
の
約
五
倍
、
一
〇
万
人
あ

た
り
四
十
八
人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。

「
軍
部
が
力
を
握
っ
て
い
た
時
代
、
今
ほ
ど
凶

悪
犯
罪
が
野
放
し
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
。

政
治
的
な
暗
殺
が
ま
だ
続
い
て
い
る
と
い
う

の
に
、
そ
の
よ
う
に
回
顧
す
る
人
も
い
る
。

経
済
的
な
混
乱
は
、
軍
政
の
恐
怖
を
忘
れ

さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
？

内
戦
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
原
因
と
な
っ

た
貧
困
と
社
会
的
不
正
義
は
手
つ
か
ず
の
ま

ま
で
あ
る
。
市
場
経
済
至
上
主
義
の
も
と
、

切
り
捨
て
ら
れ
る
と
人
は
、
増
え
、
何
も
変

わ
ら
な
い
厳
し
い
現
実
は
依
然
と
し
て
続

く
。

年
に
及
ん
だ
内
戦
の

36犠
牲
者
は

万
人
に
も

20

た
っ
す
る
。
犠
牲
者
の
ほ

と
ん
ど
は
地
方
に
住
ん
で

い
た
先
住
民
族
で
あ
る
。

協
会
で
涙
し
な
が
ら
祈

り
続
け
る
千
住
民
族
の

女
性
（
グ
ア
テ
マ
ラ
）

ア
ル
バ
ロ
・
ア
ル
ス
大

統
領
は
グ
ア
テ
マ
ラ

内
戦
に
終
止
符
を
打

っ
た
こ
と
で
記
憶
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
貧
困
の
原
因

で
あ
る
代
土
地
所
有

制
度
の
改
革
や
先
住

民
族
の
権
利
保
護
な

ど
に
手
を
付
け
ら
れ

（
グ
ア
テ
マ
ラ
）

な
か
っ
た
。

首
都
グ
ア
テ
マ
ラ
シ
テ
ィ

ー
の
郊
外
に
広
が
る
ス
ラ

ム
（
グ
ア
テ
マ
ラ
）
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